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Applying a multi-agent systems (MAS) for simplifying the simulation model for agricultural 
damages by wildlife 
 
石川県立大学生物資源環境学部 環境科学科  山下 良平 
Abstract 
I built the simulation model applying multi-agent systems to analyze the effect of measure for wildlife damage 
simply. This paper shows the mechanism, user interface, and improvement of this model for practical use. 

































































































































































（1 農家につき 1 農業従事者）のうち、S1％は男性、
S2％は女性であり、年齢構成は 16～25 歳が A1%、26
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補修することで獣害から「守る」ことのみである。各
農家が一日で農地の見回りに費やす時間はその属性に

















X1 X2 X3 n1 S1 S2 A1 A2 A3 A4 n2 F1 F2 F3 
30 30 40 40 50 50 25 25 25 25 20 30 20 50 
表2．農家の歩行速度の平均値（単位：m/s） 
年齢区分 ～25歳 26～50歳 51～65歳 66歳～ 
移動速度 1.55 1.47 1.38 1.16 
－ 11 －







































































属性 T1 (専業農家) T2 (第1種兼業農家) T3 (第2種兼業農家)
時間 8 4 2 
表4．イノシシの行動に関するパラメータの設定値 
M1 M2 R1 T4 n3 S3 
10 30 50 40 5 50 
－ 12 －
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とを目的として、表 5に示す簡単なシナリオを設定す






















































 シナリオの内容 モデル構造に関する補足 
Case1 個別の農地を柵で囲む 個人の農地を囲う柵はその農家の責任で管理される。 
Case2 柵で空間を9分割（3×3）し共同管理 所有農地はランダムに配置され、柵の補修は所有地から半径20m以内 
Case3 集落全体を柵で囲んで共同管理 Case2と同様 
 
－ 13 －
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